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   Ｃ０８Ｌ  27/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/042    (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  49/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  51/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  27/12    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   9/06    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｒ
   Ｂ２９Ｃ  49/04    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  51/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月5日(2013.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（ｉ）および（ｉｉ）の段階を有するフッ化ビニリデンのポリマーまたはコポリマ
ー（ＰＶＤＦ）と、少なくとも一種の充填材とを含む組成物の製造方法：
（ｉ）上記充填材をメチルメタアクリレートのポリマーまたはコポリマー（ＰＭＭＡ）中
に分散させてアクリルマスターバッチを作り、
（ｉｉ）上記のアクリルマスターバッチを上記ＰＶＤＦ中に溶融状態で混合する。
【請求項２】
　上記充填材がＴｉＯ2、ＳｉＯ2、ＣａＯ、ＭｇＯ、ＣａＣＯ3およびＡｌ2Ｏ3の中から
選択される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記ＰＶＤＦが二フッ化ビニリデンのホモポリマーである請求項１または２に記載の方
法。
【請求項４】
　上記ＰＶＤＦが二フッ化ビニリデンと少なくとも一種の他のフルオロンポリマーとのコ
ポリマーであり、このコポリマーは少なくとも５０重量％のＶＤＦを含む請求項１または
２に記載の方法。
【請求項５】
　上記の他のフルオロモノマーがＨＦＰである請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　紫外線に対して不透明で、可視領域で透明で且つ長期安定性を有する請求項１～５のい
ずれか一項に記載の方法で得られた単層フィルム。
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【請求項７】
　フロントシートおよび／またはバックシートが請求項６に記載のフィルムから成る太陽
電池パネル。
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